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岡山大学工学部卒業および修了

(1998)、半導体洗浄装置メーカーに

４年勤務後、転職し東大総合文化

研究科にて研究員としてプロジェク

トに参画、テラヘルツ超高感度検出

器の研究で学位を取得(2009)。 (株)

アドバンテストにて国際マーケティン

グを経験後、2012年に(株)エナジー

フロントを設立。様々な立場や技術

分野を学んだ経験を生かし、チーム

連携型のソーシャルビジネスの実現

に取り組んでいる。

介護のイメージを変えるユニバーサルデザイン

自分の親の介護の経験から、福祉用具の有

効性を認識するとともに、日常生活に馴染ま

ないデザインから残念な気持ちになることも

実感した。申請者自身の物理学・化学研究

者としての知見を生かし、地元岡山のジーン

ズや帆布の地域の力も生かして、快適性と

機能性を両立した商品を作ることに取り組

んでいる。

高齢者に多い転倒に伴う大腿骨頸部骨折の

リスクを低減する「プラスパッドジーンズ」、

高齢者や障害者を車椅子等に移乗する際

の高機能リフトの役割を果たすクッション「リ

フティ・ピーヴォ」などが主力商品となってい

る。いずれも使いたくなる日用品に科学が見

えない形で隠れており、介護される側の人

権に配慮している。電力や機械を用いない

ので防災時にも役立つ。海外展示会でも高

評価を得ており、世界に向けて発信していく

取り組みを進めている。

登壇者プロフィール

社会問題を継続可能なビジネスで

解決することを目指して2012年に

設立。再生可能エネルギーが社名

の由来だが、現在では広い分野に

おいて産学連携や地域連携でソー

シャルビジネスを生み出すことに取

り組んでいる。市場と技術の動向か

ら企画立案すること、異なる立場の

人や組織をつなぐこと、特許等を生

み出すことで、有効にビジネスを進

めることを得意としている。AUN（あ

うん, Action for UNiversal design）

はその中で生まれた活動であり、地

域産業への寄与への思いも背景に

持って進めている。
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